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研究報告書 

 
近年、幹細胞も老化・がん化することが知られており、その制御は移植治療の効率性・

安全性を高めるために重要である。申請者らは、これまでに、ラット臍帯血から有核細胞

を採取し増殖させた後、周生期脳障害モデルラットに投与したところ、脳梗塞が軽減し、運

動機能が改善することを報告した（Nakanishi K et al., Sci Rep,2017）。 
 本研究では、増殖させた臍帯血幹細胞が含む老化細胞を同定し、老化を防御するこ

とにより脳神経系発達異常や脳障害に対しより効果的な細胞療法となるのかを検討す

る。また、増殖させた臍帯血幹細胞が悪性形質転換しないのか確認し、脳神経系への生

着効率の向上を含めて、脳神経系発達異常に対する臍帯血幹細胞移植療法の臨床応用

への基礎的エビデンスを取得することを目的としている。今年度の本共同研究では、神経

極性の形成に重要なSADキナーゼを欠損したマウスを解析し、SADキナーゼが胎生期に

おける大脳皮質神経細胞の移動や、大脳層構造の形成に重要な役割を果たしていること

を見出した。そして、臍帯血幹細胞におけるSADキナーゼの活性を制御することで、脳神

経系への生着を向上できる可能性が示唆された(Nakanishi K et al., Cereb Cortex,in 
press)。 

 
 
 
 
 
 
 

  


